
Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

11 － 21
15 － 33
16 － 27
25 － 22

－

鳥取 大阪
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 5 1 1 0 1 0 2 4 (C) 9 3 0 0 0 1 1

5 * 28 2 10 2 1 4 1 5 * 6 0 3 0 1 1 1

6 0 0 0 0 0 1 4 6 3 1 0 0 0 3 3

7 2 0 1 0 0 2 0 7 * 14 0 7 0 1 4 3

8 * 6 0 3 0 5 4 1 8 * 18 0 5 8 0 10 2

9 * 8 0 4 0 4 9 0 9 * 14 2 4 0 0 4 5

10 * 13 1 4 2 1 3 5 10 2 0 1 0 1 0 4

11 2 0 1 0 0 0 0 11 19 5 2 0 0 1 0

12 0 0 0 0 1 3 0 12 6 0 2 2 2 4 0

13 0 0 0 0 2 2 0 13 * 4 0 2 0 2 1 2

14 3 1 0 0 0 1 1 14 8 0 4 0 1 10 0

0 0

67 5 24 4 15 29 14 103 11 30 10 8 39 21

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

鳥取 大阪67 103

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館10:00

少年男子１回戦

主審

副審

● ○安西　郷史（埼玉）

山口　孝志（長崎）

森川 直哉

選　手　氏　名

水本 悠斗

馬場 祐輔

No. 18C-1 日時：

選　手　氏　名

小椋 稜平

磯尾 和也

合計

戦　　評

記載者 汐碇　淳一 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

野見 悠人

井福 晋太郎

吉岡 翼

入江 隆介

宮川 怜偉

桑野 洸人

由木 秀平

武田 亘永

石川 貴久

コーチコーチ 蓑原 知也

吉岡 信友

石野 涉生

原 匠

綱井 勇介

今川 友哲

木下 誠

森田 雄次

高橋 渉

尾関 敦弥

１回戦、鳥取県対大阪府。１Ｑ両チームともにマンツーマンディフェンスで始まる。大阪はオールコートの激しいディ

フェンスから速攻を繰り返し、＃５のゴール下シュートで０－８とリードする。残８分、鳥取はタイムアウトを取る。しか

し、大阪の勢いは止まらず＃９の３Ｐなどで０－１７と差は広がる。鳥取は＃９のジャンプシュートや＃１０のフリース

ローで得点するが１１－２１と大阪リードで１Ｑ終了。２Ｑ大阪は引き続き激しいディフェンスをしかけて鳥取のミスを

誘う。大阪は＃７、＃４のシュートが連続で決まり１１－３３と大量リード。大阪はその後交代で入った＃１１も３連続

３Ｐを決め２６－５４と大量リードで前半終了。３Ｑ開始直後、鳥取は前半から果敢に攻め続ける＃５がシュートを決

め意地を見せる。鳥取は３－２のゾーンディフェンスに変更するが大阪の外からのシュートが続けて決まり、マン

ツーマンに戻す。大阪の勢いは衰えず、４２－８１で３Ｑ終了。４Ｑ鳥取は＃５の連続得点などで反撃するが大阪は

あわてずゲームを支配する。大阪は選手交代をしながらも全員が役割を果たし、最後まで攻撃の手を緩めず６７－

１０３で試合終了。終始激しいディフェンスから主導権を奪った大阪が底力を見せたゲームとなった。

0

20

40

60

80

100

120

0 5 10 15 20 25 30 35 40

鳥取 大阪



Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

15 － 16
23 － 13
17 － 13
14 － 14

－

岐阜 富山
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 23 0 9 5 2 5 4 4 * (C) 10 2 2 0 3 2 1

5 * 15 3 3 0 2 3 3 5 3 0 1 1 0 0 0

6 * 7 0 2 3 3 14 2 6 0 0 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 1 0 0 7 2 0 1 0 0 10 1

8 2 0 1 0 0 4 1 8 2 0 1 0 4 6 1

9 * 4 0 2 0 1 5 0 9 * 0 0 0 0 2 3 0

10 * 10 2 2 0 1 8 0 10 0 0 0 0 3 0 1

11 2 0 1 0 2 0 0 11 4 0 2 0 1 2 1

12 6 2 0 0 1 0 1 12 * 19 5 2 0 2 8 0

13 0 0 0 0 0 1 0 13 * 0 0 0 0 1 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 14 * 16 2 4 2 4 2 2

0 0

69 7 20 8 13 40 11 56 9 13 3 20 33 7

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

岐阜 富山69 56

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館11:45

少年男子１回戦

主審

副審

○ ●井元　誠（熊本）

西　晃宏（長崎）

増本 優太

選　手　氏　名

沼田 景佑

真鍋 良太

No. 18C-2 日時：

選　手　氏　名

松岡 恭也

野原 悠平

合計

戦　　評

記載者 村里　和久 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

新森 達弥

西頭 飛翔

山田 直季

木村 晃大

大坪 翔

市村 銀二郎

熊崎 貴人

畑 知輝

松浦 康太

コーチコーチ 山田 祐治

大石 雄輝

林 幹太

金田 孝拓

金森 晃平

廣濱 壯幸

竹部 瞭太

稲浪 竜成

松井 昭博

高橋 龍弥

一回戦、岐阜県対富山県。１Ｑ、両チームともマンツーマンでスタート。立ち上がり富山県は＃１２の３Ｐ、＃１４の

ドライブなどで０－５とリードする。対する岐阜県は、＃４、＃５のドライブで追い上げる。残り５分で１１－１１の同点。

その後一進一退の攻防が続き、１Ｑ、１５－１６で終了。２Ｑ富山県はゾーンディフエンスに変えるが、攻撃のミスか

ら岐阜県に速攻を決められる。＃１０のドライブ、３Ｐで岐阜県がリードする。残り７分で富山県はタイムアウトを取る

が流れは変わらず残り５分で２８－２１となる。＃１４の３Ｐ、＃８のジャンプシュートなどで得点するが、岐阜県は＃

５、＃１０の３Ｐ、速攻も決まり前半３８－２９岐阜県リードで折り返す。３Ｑ、富山県は開始４分間ノーゴール、ミスか

ら速攻を決められタイムアウト。富山県は＃１２，＃４の３Ｐ、＃１２のドライブで点差を詰めるが、岐阜県のアウトサ

イドシュートが決まり、５５－４２に点差が広がり３Ｑ終了。４Ｑ、富山県は＃４の３Ｐ、＃１４のドライブなどで８点差と

し、残り６分で岐阜県がタイムアウト。岐阜県＃４、＃５のシュートが決まり点差が広がる。富山県はオールコートプ

レスで何とか逆転を狙うが、点差は詰まらず６９－５６で岐阜県が勝利を収めた。
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

24 － 22
29 － 15
18 － 17
21 － 28

－

山形 山梨
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 (C) 5 0 2 1 2 3 3 4 2 0 1 0 2 1 0

5 * 3 0 1 1 0 1 6 5 * 6 0 2 2 1 4 1

6 * 18 2 5 2 2 2 1 6 * (C) 4 0 2 0 2 7 6

7 * 35 0 13 9 1 12 1 7 5 0 2 1 2 4 0

8 * 10 0 5 0 2 5 3 8 3 1 0 0 2 0 0

9 4 0 1 2 1 7 0 9 0 0 0 0 1 0 2

10 6 0 2 2 2 2 0 10 * 13 2 2 3 4 5 0

11 2 0 1 0 0 2 0 11 * 23 1 9 2 2 0 3

12 2 0 1 0 1 4 1 12 2 0 1 0 1 0 1

13 * 5 1 1 0 1 3 4 13 * 12 0 6 0 2 11 1

14 2 0 1 0 2 3 0 14 12 0 5 2 2 4 0

0 0

92 3 33 17 14 44 19 82 4 30 10 21 36 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007a

コーチコーチ 細谷 尚寿

原 大樹

浅見 玲雄

佐野 勇太

種田 源紀

神戸 孝仁

倉田 大地

岩下 靖男

古田 厚司

佐々木 蓮

ﾊﾝﾄｩｰﾙ ﾊﾞﾄﾂｪﾚﾝ

種田 馨

髙橋 史弥

工藤 直人

仁藤 洸太

尾形 祐甫

三浦 望

入倉 智也

岸 隼杜

合計

戦　　評

記載者 織田　功 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

前田 悟

髙橋 丈一郎

No. 18C-3 日時：

選　手　氏　名

大戸 克俊

會田 遼太

●安藤　剛（大分）

山口　勝真（長崎）

熊澤 圭祐

選　手　氏　名

競技記録

山形 山梨92 82

2014年10月18日(土) 会場： 長崎県立総合体育館13:30

少年男子１回戦

主審

副審

○

１回戦、山形県対山梨県。１Ｑ、両チームともにマンツーマンでスタート。山形県は＃７のインサイド、ミドルシュー

トで加点。対する山梨県は＃１０の３Ｐ、＃１１のスティールからのドライブで得点して２４－２２で終了。

２Ｑ、開始早々山形県はオールコートプレスからボールを奪い、速攻から＃８ゴール下シュート、＃６のドライブで

加点し６点差。残り９分、２８－２２となり、山梨県がタイムアウト。その後も山形県の勢いは止まらず、＃８のミドル

シュート、＃４のドライブなどで次々と加点。対する山梨県も＃８の３Ｐ、＃６のミドルシュートで応戦するが、５３－３

７の１６点差で前半終了。

３Ｑ、山形県はオールコートプレス、山梨県は３－２ゾーンでスタートする。序盤、山梨県は＃１１、＃１３のミドル

シュートでペースを掴みかける。しかし、プレスを仕掛ける山形県は、激しいディフェンスから＃６、＃７、＃８が着実

に得点して、７１－５４と点差は縮まらない。 ４Ｑ、山梨県はオールコートマンツーマンで追い上げを図り、＃５の

ゴール下シュート、＃６のミドルシュートで得点するが、リバウンド力に勝る山形県が、９２－８２で勝利を収めた。

0

20

40

60

80

100

0 5 10 15 20 25 30 35 40

山形 山梨


